
平
成
二
十
四
年
九
月
十
一
日
受
領

答

弁

第

三

九

九

号

内
閣
衆
質
一
八
〇
第
三
九
九
号

平
成
二
十
四
年
九
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

野

田

佳

彦

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
「
雇
用
創
出
の
基
金
に
よ
る
事
業
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
「
雇
用
創
出
の
基
金
に
よ
る
事
業
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
」
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
間
に
、
支

出
さ
れ
た
額
の
合
計
は
約
二
千
三
百
億
円
で
あ
り
、
雇
用
さ
れ
た
者
の
数
の
合
計
は
約
九
万
人
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」
は
緊
急
雇
用
事
業
を
指
す
と
考
え
る
が
、
当
該
事
業
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
度
か
ら

平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
間
に
、
支
出
さ
れ
た
額
の
合
計
は
約
四
千
二
百
億
円
で
あ
り
、
雇
用
さ
れ
た
者
の
数
の
合
計
は
約

五
十
五
万
人
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
お
尋
ね
の
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
」
に
よ
り
雇
用
さ
れ

て
い
た
者
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
四
年
二
月
に
、
当
該
事
業
終
了
後
の
同
年
四
月
一
日
以
降
の
就
労
状
況
の
予
定
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
約
六
十
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
者
が
、
当
該
事
業
を
実
施
し
て
い
た
事
業
所
に
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
、
又
は
別

の
事
業
所
で
雇
用
さ
れ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
就
労
予
定
が
あ
る
と
い
う
結
果
を
得
た
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
緊
急
雇
用
創
出

一



事
業
」
は
緊
急
雇
用
事
業
を
指
す
と
考
え
る
が
、
当
該
事
業
に
よ
り
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
の
う
ち
、
平
成
二
十
二
年
三
月
末

ま
で
に
雇
用
期
間
が
終
了
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
同
年
九
月
末
ま
で
の
就
労
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
約
七
十
二
・
四
パ

ー
セ
ン
ト
の
者
が
、
当
該
事
業
を
実
施
し
て
い
た
事
業
所
に
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
、
又
は
別
の
事
業
所
で
雇
用
さ
れ
た
こ
と

等
に
よ
り
、
就
労
経
験
が
あ
る
と
い
う
結
果
を
得
た
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
重
点
分
野
雇
用
創
造
事
業
」
は
、
重
点
分
野
雇
用
創
出
事
業
と
地
域
人
材
育
成
事
業
を
指
す
と
考
え
る
が
、

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
間
に
、
支
出
さ
れ
た
額
の
合
計
は
約
二
千
八
百

億
円
で
あ
り
、
雇
用
さ
れ
た
者
の
数
の
合
計
は
約
二
十
万
人
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、
平
成
二
十
四
年
度
に
、
支
出
さ
れ
る
額
の
合
計
は
約
九
百
億
円
の
予
定
で
あ
り
、
雇
用

さ
れ
る
者
の
数
の
合
計
は
約
四
万
人
の
予
定
で
あ
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

地
域
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
有
効
求
人
倍
率
が
過
去
最
低
の
〇
・
四
三
倍
と
な
っ
た
平
成
二
十
一
年
七
月
か
ら
九
月

ま
で
と
比
較
し
て
、
全
国
的
に
雇
用
情
勢
の
持
ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
地
域
間
の
雇
用
情
勢
の
格
差
が
拡
大

二



す
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
雇
用
情
勢
の
悪
い
地
域
に
お
け
る
雇
用
構
造
の
改
善
に
つ
い
て
支
援
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
雇
用
情
勢
等
の
動
向
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
、
雇
用
創
出
の
た
め
の
基
金
を
活
用
し
た
事
業
の
継
続
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三


